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　東日本大震災から 10 年、いよいよ三陸自動車縦貫道全
線開通。－東北が強く、元気につながる－の言葉に煽られ、
10 月 16・17 日、気仙沼方面へ被災地巡りを決行した。「お
かえりモネ」舞台の気仙沼大島や、南町復興新市街地、震
災に多大なる貢献した志津川ホテル観洋、女川町ハマテラ
ス復興新市街地、女川原発、石巻サンファン館と回った。
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　仙台～八戸と繋がった三陸自動車縦貫道は仙台から 2 時
間もすると気仙沼に着いた。早々、気仙沼湾を横断する「か
なえ大橋」の見事さに度肝を抜かれ、悲願の大島と一体と
なった「鶴亀大橋」、湾沿いの新市街地化した気仙沼は、誇
らし気で活気に満ちて見えた。
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　宿泊した志津川のホテル観洋の仲居さんは、隣町本吉小
泉住人だが、家を流され、2 カ月の避難所、4 年の仮設住
宅暮らしを経て、自前畑に 45 坪の自宅を新築した。その
間、中学になった子が不登校に、ご主人は病に倒れられ、
介護の母親を抱え、パートで多額の借金返済に健気に働い
ていらした。自分だけじゃない、皆さんに助けられたお陰、
生きているだけで感謝なのと、とにかく明るい。1、2 階全
壊した海沿い岩盤上に建つ 7 階建てホテル観洋。震災直後
600 人もの地域避難住民を 2 ヶ月もの間、面倒を見た気丈
夫女将は、400 人いたスタッフが被災で 200 人になり、不
眠不休で今日を迎えているが、本当の大変さはこれからと
語られていた。
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　全県内賄えた 3 基の原子炉中 1 基のみ住民反対を押切り、
再稼働に向け対処している女川原子力発電所と、宮城県が
誇る支倉常長遣欧木造船サンファンバウティスタ号を視察
した。津波で大被害を受け廃船と決まり、すっかり色褪せ
たかつての雄姿に思いを馳せ、改めて東日本大震災の惨さ
を思い起こされた。10 年も経っている東日本大震災だが、
誰も住んでいない浜の防潮堤を見るにつけ、覆水盆に返ら
ず、過去は過去。明日を信じて今日を精一杯生きているの
が被災地の現状である。

　Ten years after the Tohoku Earthquake, the new Sanriku 
Expressway is finally open to traffic. The Tohoku region 
is strong and energetic. We visited Kesennuma Oshima, 
Minami-cho New Town, Shizugawa Hotel Kanyo, Onagawaʼs  
Hamaterasu New Town, Onagawa Nuclear Power Plant, and 
Ishinomaki Sant Juan Bautista Museum. 
　Two hours after leaving Sendai, we arrived at Kesennuma.
As soon as I arrived, I was struck by the splendor of the 
Kanae Bridge crossing Kesennuma Bay, and the Tsurukame 
Bridge, which unites the city with Oshima Island.
Kesennuma, a new urban area along the bay, looked proud 
and vibrant.
　The waitress at the Hotel Kanyo in Shizugawa, where 
we stayed, was cheerful and grateful, despite the many 
hardships she had endured. "I am grateful just to be alive, 
thanks to the help of everyone, not just myself.” The sturdy 
proprietress of the seven-story Hotel Kanyo, built on the 
bedrock by the sea where the fi rst and second fl oors were 
completely destroyed, took care of 600 evacuees for two 
months   immediately after the earthquake. She has been 
working sleeplessly and tirelessly, but she told us that the 
real hard work is yet to come.
　We also visited the Onagawa Nuclear Power Plant, 
where only one of the three nuclear reactors that were 
able to supply the entire prefecture is being restarted 
a f te r  overcoming 
opposition from the 
local residents, and 
the San Juan Bautista, 
a  w o o d e n  s h i p 
sent by HASEKURA 
Tsunenaga,  which 
was damaged by the 
tsunami and had to 
be scrapped.

久々の被災地　行ってきました・みてきました 岩井 紘子 
Revisiting the Disaster-Stricken Areas IWAI Hiroko

被災地通信（27） Report from the Disaster Area-27

イ： 気仙沼湾を大きくまたいでいる三陸自動
車縦貫道の気仙沼かなえ大橋

ホ： 志津川ホテル観洋の名物女将　阿部憲子さん（後列）
とともに　志津川湾を臨むホテルのラウンジにて

チ：月の浦に浮かび廃船を待つ
    　サンファンバウティスタ号

リ： 石巻南浜津波復興祈念公園の一角にある
遺構建物・門脇小学校

　　 津波時、唯一の高い建物で住民が屋上に
逃げ込み全員が助かった

イ： 気仙沼湾かなえ大橋
ロ： 大島鶴亀大橋
ハ： 気仙沼湾岸新市街
ニ： 志津川さんさん商店街
ホ： 志津川ホテル観洋

ヘ： 女川駅前ハマテラス
ト： 女川原子力発電所
チ： サンファンヴィレッジ
リ： 石巻南浜津波復興祈念

公園と門脇小学校遺構
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■編集後記
久しぶりの法末に、コロナ後初見参も、そこそこに退散（宮本）
／コロナ休戦で 2 年ぶり旧友とお茶を楽しむ（薄井）／コロ
ナ禍中 100 人余のリアル会議に参加、互いにマナーを心得て
いれば不安なし、怖いのは世論の閉塞感と分断（渡邉）／ 3
年ぶりの年末帰省、今度こそと祈る両親（杉原）／コロナ、ま
たもやオミクロン株で人類との闘いはいつまで？（牛山）／石
割山は冬晴れ。この上なく雄大な富士山全容。歩きながら、「み
らい」を考える（御舩）／この２年弱の歳月で人との距離感（泡
の大きさ）が歪になったか、はてさて（編集長：井出）

■役員会報告
2021 年度第 3回 9月 16 日 オンライン会議　防災ウィーク参
加報告　第４回 Web 交流会開催決定　写真展巡回報告　住ま
いづくり勘所アンケート報告　山田規矩子さん基金審議　中
原先生「毛呂山の家」資料について　NL119 号 8 月 25 日発
刊　NL120 号編集会議報告
2021 年度第 4回 11 月 17 日オンライン会議　第４回 Web 交
流会「熊本の自然災害とこれから」11 月 27 日開催準備　写
真展名古屋開催報告　巡回写真展「まちづくり大賞」応募状
況　法末カレンダー作製決定　NL120 号編集会議報告

法末の近況（2021.11.03） 宮本 伸子
Update on Hossue Village MIYAMOTO Nobuko

　UIFA JAPON 災害復興見守りチームが、中越地震の翌年、
2005 年 10 月から被災地復興支援として新潟県中越の「法
末」（ほっすぇ）に通い始めてから 16 年。被災前の 53 戸
から全村避難の後、2005 年 7 月には 45 戸が戻り、高齢化
などにより、34 戸になってしまったとのことでした。しか
し、102 歳になる長老の大橋正平さんは意気軒昂で、にこ
にこ笑って「しばらくぶりだな」と話しかけてくださいます。
集落では、長男などが戻って住んだり、近くのまちから棚
田の米作りに通ってきたりと、集落をつないでいこうとす
る動きもあり、集落のまとめ役の総代は、一昨年から集落
に戻ってきている次世代に世代交代しています。
　棚田のお米は、今年の出来は良いようで、UIFA JAPON の
復興支援活動から派生した株式会社法末天神囃子で育てた
お米も、今年は良くできていると評判も上々です。残念な
のは、旧法末小学校の廃校を活用した「自然の家やまびこ」
が、耐震診断の結果、今年度取り壊しとなってしまったこ
とです。私達にとって、毎年 1 月の「さいの神」と共に開
催する初釜茶会の会場であり、宿泊して地元の山菜やお餅
などの美味に舌鼓を打ったことが忘れられません。

　佃・月島は東京都中央区の沿岸部、隅田川の河口にあ
り、銀座や築地から徒歩圏のエリアです。江戸初期から
続く歴史的な漁師町と IHI 跡地に建設された超高層住宅
群の佃、明治以降に埋め立てられ長屋建築やもんじゃ屋
で下町情緒が残る月島。この地区のまちづくりに役立つ
ことを目的としたのが地域雑誌「佃・月島」で、2021
年 1 月に創刊し年 2 回の発行です。
　本書制作委員会の代表でもある芝浦工業大学建築学
科教授の志村秀明氏の祖父が大正 15 年（1926）に建
てた月島 3 丁目の二軒長屋に、2013 年「月島長屋学校」
が開設され、私も含め地域の方々や学生が月 1 回集ま
り研究会等を重ね、長年の地域雑誌発行への思いが実り
発刊となりました。
　シリーズ化のオーラルヒストリーや新参者のこえ等
の他、第二号では別荘地の面影を残す築 90 年の日本家
屋や、東京 2020 オリ・パラ大会選手村が建つ晴海の歴
史、学生による佃・月島の木造リノベーション店舗の研
究など建築に関わる記事も多く掲載されています。
　SDGs「住み続けられるまちづくり」の目標達成には
そのまちの特性に合わせた取り組みを知り、自分が住む
地域はどんなまちにしていきたいかを考えることが大
切でその気づきになれば幸いです。

地域雑誌『佃・月島』 岸本 裕子　KISHIMOTO Hiroko
Tsukuda & Tsukishima  Community Magazine 

会員参加の本

地域雑誌「佃・月島」
編集・発行：地域雑誌 佃・月島制作委員会
創刊号：無料　 第二号： 200 円
第三号：2022/1/25 発売　200 円
月島もんじゃ振興会（月島西仲通り）等で販売
ご希望の方は岸本

（kisimoto@t3.rim.or.jp )
までご連絡ください。

年末の訪れを感じ
る「さいの神」の
準備
初雪の前に中心に
立てる竹を運ぶ集
落の方々

小正月の行事「さいの神」は、
一般に「どんど焼き」と呼ば
れ、正月のしめ飾り等を焼き、
１年間の安全、健康、豊作な
どを祈る。「さいの神」では、
集落代表を中心に、古歌の「天
神囃子」唱和する。
 （写真：2015.01.11内山フジ子）


